
� はじめに

近年，大規模なカンピロバクター（Campylobacter）

食中毒事例の発生数は少なくなってきているが，散発事

例は小児に限らず成人においても多発している。一方，

鶏肉が Campylobacter，特に Campylobacter jejuni（C.je-

juni）により高度な汚染を受けていることが知られてお

り，汚染鶏肉の直接あるいは二次感染源としての Campy-

lobacter 感染者発生へ関わりが重要視されている。また，

Campylobacter および Salmonella はいずれも腸管病原菌

であり，人は不適切に食肉処理・加工，調理された食肉

の摂取で食中毒になることが多い１）。このようなことか

ら鶏肉の Campylobacter および Salmonella の汚染調査と

生菌数の調査を実施し，C.jejuni については鶏肉及びヒ

ト由来株について血清型別の分布および薬剤感受性を比

較した。

� 方 法

カンピロバクター等汚染実態調査事業の検体として

２００２年４月から２００４年３月までに搬入された，鶏肉（サ

サミ，レバーとハツ，ズリ）７２検体について，Campylo-

bacter，Salmonella および生菌数について調査した。

ヒト由来株には，２００２年４月から２００４年３月までに感

染症発生動向調査定点医療機関等において感染性胃腸炎

などの患者から分離された C.jejuni３１株をもちいた。

２．１．Campylobacter の分離および同定法：検体１０g

を９０�のリン酸緩衝液で希釈して１０倍希釈液を作製し，

その１�を９�のプレストン培地に加え，４２℃で１日微

好気条件下（８５％N２，１０％CO２，５％O２）で増菌培養後，

スキロー培地，バツラー培地および CCDA培地に塗抹

し，４２℃２日間微好気培養した。各分離培地上の Campy-

lobacter を疑う乳白色露的状集落を釣菌し，グラム陰性

S型桿菌について同定をおこなった２）。さらに，C.jejuni

と同定された菌株については，デンカ生研の感作血球調

製試薬及びカンピロバクター免疫血清を用いて間接赤血

球凝集反応による Penner型別をおこなった。また，

NCCLS法により薬剤感受性試験を実施した。

２．２．Salmonella の分離および同定法：検体２５gを

２２５�の EEM培地に接種し，３７℃１８時間培養後，その

１�を９�のセレナイトシスチン培地に加え，４２℃２４時

間培養後，SS培地，MLCB培地，変法ブリリアントグ
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リン培地およびクロモアガーサルモネラに塗抹し，３７℃

２４時間培養した。各分離培地上の Salmonella を疑うコ

ロニーを釣菌し同定した３）。Salmonella 同定後，O抗原

および H抗原抗血清をもちいて血清型を決定した。

２．３．菌株の薬剤感受性試験

薬剤感受性試験は，Sensi―Disc（BBL）を用いて一

濃度ディスク法により実施した。使用した薬剤はノルフ

ロキサシン（NFLX；１０µg），オフロキサシン（OFLX；

５µg），シプロフロキサシン（CPFX；５µg），ナリジク

ス酸（NA；３０µg），エリスロマイシン（EM；１５µg），テ

トラサイクリン（TC；３０µg）の６剤を使用した。

� 結 果

鶏肉からは Campylobacter が５３％（３８/７２），Salmonella

が１０％（７/７２）分離された。部位別では，Campylobac-

terはササミで２５％（６/２４），レバーとハツで５４％（１３/

２４），ズリで７９％（１９/２４），Salmonella はササミで４％（１

/２４），レバーとハツで８％（２/２４），ズリで１７％（４/２４）

の分離率であった。分離された Campylobacter はすべて

C.jejuni であり，そのうち３検体からは C.jejuni と C.coli

が分離された（表１）。Salmonella については，S.Infan-

tisが５株，S.Hadarが１株，Salmonella spp．（OUT : r :

１，５）が１株分離された（表３）。

C.jejuni の Penner型別では，鶏肉由来株で４０株中１９

株，ヒト由来株で３１株中２６株，全体で７１株中４５株が型別

された。検体別でみると，鶏肉由来株では B群７株，C

群２株，D群１株，E群２株，G群２株，K群２株，N

群２株，混合型（K群と P群）１株であった（表１）。

ヒト由来株では，A群１株，B群７株，C群１株，D群

１株，F群１株，K群１株，Z５群８株，混合型（B群と

Z５群）６株であった。

７１株中６２株（８７％）が薬剤耐性を示した（表２）。検体

別でみると，鶏肉由来株では，単剤耐性株が１２株（３０％），

多剤耐性株が２３株（５８％）で，特に TCに耐性を示す株

が全体の７８％（３１/４０）を占めていた。ヒト由来株では，

単剤耐性株が１０株（３２％），多剤耐性株が１７株（５５％）で，

TCに耐性を示す株が全体の８４％（２６/３１）を占めてい

た。TCのみに耐性，および，NFLX，OFLX，CPFX，

NA，TCに耐性である株が鶏肉由来株においてもヒト

由来株においても多かった。

検体名 検体数
陽 性
検体数
（％）

内 訳

菌種および血清型
陽性
検体数
（％）a）

ササミ ２４ ６（２５）
C.jejuni

B群 １（１７）

D群 １（１７）

E群 １（１７）

型別不能 ３（５０）

C.colib） 実施せず １

レバーと

ハツ
２４ １３（５４） C.jejuni

B群 ５（２５）

G群 ２（１０）

K群 １（５）

N群 ２（１０）

型別不能 １０（５０）

ズリ ２４ １９（７９）
C.jejuni

B群 １（７）

C群 ２（１４）

E群 １（７）

K群 １（７）

K群，P群 １（７）

型別不能 ８（５７）

C.colib） 実施せず ２

耐性パターン

鶏肉由来株

（％）

n＝４０

ヒト由来株

（％）

n＝３１

TC １２（３０） １０（３２）

NA，TC １（３） ２（６）

NFLX，OFLX，CPFX，NA ４（１０） １（３）

NFLX，OFLX，CPFX，NA，TC １７（４３） １４（４５）

NFLX，OFLX，CPFX，NA，EM，TC １（３） ０（０）

感受性株 ５（１３） ４（１３）

検体名 検体数
陽 性
検体数
（％）

内 訳

血清型
陽性
検体数
（％）a）

ササミ ２４ １（４） S .Infantis １（１００）

レバーとハツ ２４ ２（８） S .Infantis ２（１００）

ズリ ２４ ４（１７）

S .Infantis ２（５０）

S .Hadar １（２５）

Salmonella spp． １（２５）

（OUT : r :１，５）

表１ 鶏肉からの Campylobacter の検出状況

a）陽性検体に対する％ b）ともに C.jejuni と同時分離

表２ C.jejuni の薬剤耐性

表３ Salmonella の検出状況

a）陽性検体に対する％
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生菌数はレバーとハツ，ズリに比べてササミの菌数が

多かった。季節的には，冬に少なく夏から秋にかけて菌

数が多かったが，８月には菌数が減る傾向がみられた（図

３，４，５）。

� 考 察

C.jejuni の Penner型別では，ヒト由来株で多かった

B群は鶏肉由来株でも高率にみられ，薬剤感受性試験に

おいても TCのみに耐性，および，NFLX，OFLX，CPFX，

NA，TCに耐性である株が鶏肉由来株においてもヒト

由来株においても多かったことから，患者発生の背景と

して鶏肉の高度な Campylobacter 汚染の関与の可能性が

示唆された。１９８５年の報告では，わが国のブロイラーお

よび患者からは B型と L群が分離されることから，

Campyrobacter 食中毒の感染源として鶏が大きく関与し

ていることが示唆されている４），５）。また，２０００年の４県

（静岡，埼玉，秋田および新潟）での調査では，Campy-

lobacter の汚染率が７５％であり，そのうち９５．８％を C.je-

juni が占め，Pennerの血清群別では，B群が最も多く

次いで F群，C群が多かったと報告されている６）。今回

の調査でも B群が最も多かったことはこれらの報告と

一致していたが，１９８５年に B型についで多かった L

群，２０００年に静岡などで B郡についで多かった F群が

が検出されておらず，わが国の鶏に分布する C.jejuni の

血清群は年代，地域によって異なっていることが推測さ

れた。

また，近年ヒト由来 Salmonella の血清型において S .

Infantisは上位を占めるようになり，２００２年は，S .Enteri-

tidis，S.Newportに次いで３位となっている（病原微生

物検出情報：国立感染症研究所）。ブロイラーと体調査に

おいても S.Infantisは分離菌株の上位を占めている。今

回，Salmonella が検出された７検体中５検体が S.Infantis

であった。このことから，S.Infantisはわが国の生活環

図３ 生菌数（ササミ）

図１ Penner 型別

図４ 生菌数（レバーとハツ）

図５ 生菌数（ズリ）

図２ 薬剤感受性試験
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境，特に鶏に広く浸淫しているものと思われる。今後，

わが国に分布する C.jejuni の血清群の状況や S.Infantis

による食中毒の発生について注目していく必要があると

思われる。

Campylobacter および Salmonella の感染症発生予防に

は，鶏肉の汚染率や汚染菌数を減少させる対策とともに，

調理者等に対する鶏肉汚染実態や取扱方法の情報提供な

どが必要であり，農場から食卓（Farm to Table）の様々

なステージにおける関係者の更なる連携が重要になると

思われる。Farm to Tableの衛生確保を実施するうえで，

食肉処理場での衛生管理はきわめて重要である。と畜場

や食鶏処理場に搬入される家畜は腸管内に Campylobac-

ter や Salmonella を保有している個体も少なからず存在

することから，食肉への二次汚染が生じた場合は，これ

らの食中毒の感染源となる可能性が示唆される。

� まとめ

・鶏肉からは Campylobacter が５３％（３８/７２）分離され

た。ズリ，レバーとハツ，ササミの順に多く，分離さ

れた Campylobacter はすべて C.jejuni であった。C.je-

juni についておこなった Penner型別では，患者由来

株で多かった B群は鶏肉由来株でも高率にみられ，

薬剤感受性試験においても TCのみに耐性，および，

NFLX，OFLX，CPFX，NA，TCに耐性である株が

鶏肉由来株においてもヒト由来株においても多かった。

・Salmonella は１０％（７/７２）分離された。Campylobacter

と同じくズリ，レバーとハツ，ササミの順に多く，そ

の７０％は S .Infantisであった。

・患者発生の背景として鶏肉の高度な Campylobacter，

Salmonella 汚染の関与の可能性が示唆された。
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